
府中市立府中第二中学校の取組事例

東京都教育委員会 授業改善推進拠点校事業

「学びに向かう力等に関する意識調査」結果を生かした授業改善について

未来を切り拓く自走力の育成
～探究心と学びを生み出す学習環境デザイン～



１年目（始動期）の取組



「学びに向かう力等に関する意識調査」

１ 各教科の授業の内容に対する理解の程度

国語 社会 数学 理科 英語

よく分かる 34.5 37.6 38.9 35.2 41.8

どちらからといえば分かる 56.3 47.8 44.5 49.4 39.6

どちらかといえば分からない 7.4 11.4 13.5 12.2 13.3

ほとんど分からない 1.8 3.1 3.1 3.1 5.4

令和６年度全国学力・学習状況調査

国 語 R6府中二中 (R6東京都) (R6全国)

平均正答率（％） 64 61 58.1

Ａ 話すこと・聞くこと 66.7 62.9 58.8

Ｂ 書くこと 67.4 67.9 65.3

Ｃ 読むこと 54.2 50.8 47.9

数 学 R6府中二中 (R6東京都) (R6全国)

平均正答率（％） 60 57 52.5

知識・技能 70.4 67.3 63.1

思考・判断・表現 43.9 39.2 33.2

１ 学力調査等に基づいた自校の課題分析

（％）



１ 学力調査等に基づいた自校の課題分析

〇正答率から見る府中市立府中第二中学校の課題

〈課題と考えられる問題〉１一 学校正答率62.6％（都正答率66.3％（-3.7ポイント）、国正答率63.2％（-0.6ポイント））

必要に応じて質問しながら話の内容を捉えることに課題 【唯一都かつ国を下回った問題】

〈課題と考えられる問題〉６（２） 学校正答率37.4％（都正答率41.7 ％） －4.3ポイント

目的に応じて式を変形したり、その意味を読み取ったりして、事柄が成り立つ理由を説明することに課題

国 語

数 学

２ 各教科の学習を得意と感じる意識の程度

国語 社会 数学 理科 英語

得意 14.6 18.9 20.9 24.6 27.4

どちらかといえば得意 37.3 32.9 30.9 37.0 30.5

どちらかといえば得意ではない 36.4 31.4 26.4 25.5 25.1

得意ではない 11.6 16.8 21.8 12.9 17.0

「学びに向かう力等に関する意識調査」

令和６年度全国学力・学習状況調査
（％）



(1) 分かることやできることが楽しいから。 

(３）将来の仕事や生活に役立つから。 
  

「学びに向かう力等に関する意識調査」

３ 学習の動機
(２）しっかり考えられるようになりたいから。

(4)友達や先生と学習するのが楽しいから。 

(1) (2) (3) (4)

当てはまる ３８．４ ３８．４ ４７．１ ２９．４

どちらかといえば当てはまる ３９．７ ４３．１ ３６．０ ４０．５

とちらかといえば当てはまらない １４．６ １２．８ １２．０ ２１．６

当てはまらない ７．２ ５．７ ４．９ ８．５

１ 学力調査等に基づいた自校の課題分析

（％）



(13)学習していて分からない言葉があれば、すぐに調べるようにしている。理解しながら進める

「学びに向かう力等に関する意識調査」

４ 学習の進め方

粘り強く進める (1)確実にできるようになるまで、くり返し練習している。

(5)どうやったらうまくいくかを考えてから学習を始めるようにしている

(7) 学習をしてもできるようにならないときは、学習の方法を工夫している。 

工夫しながら進める

(1) (５) (７) (１３)

当てはまる 12.9 18.8 21.8 ２４．６

どちらかといえば当てはまる 48.5 43.4 43.7 ４０．５

とちらかといえば当てはまらない 32.1 29.5 26.9 ２７．０

当てはまらない 6.5 8.3 7.6 ７．９

１ 学力調査等に基づいた自校の課題分析

(%)



３ 自らを振り返り、自己の学びを調整しながら、

主体的に学習に取り組む力を高めていく必要が

あること

１ 自己肯定感、自己有用感が低い傾向にあること

２ 「何のために学ぶのか」という学びの目的を

明確にしていく必要があること

１ 学力調査等に基づいた自校の課題分析



未知の課題に対して他者と協働してその状況
に合った最適解を導き出せる生徒

未来を切り拓く自走力の育成
～探究心と学びを生み出す学習環境デザイン～

目指す生徒像

研究主題

１ 学力調査等に基づいた自校の課題分析



２ 課題の解決に向けた手だての明確化

〇自分で考え目的に向かってやることを決め、行動し
ていく力。自走するためには、自分が今後どのよう
にしていくべきか、どこに向かって行動していくの
かを自分で考える必要がある。

〇自立と自走の違い
自立：ゴールや手段（正解）が明確な教育
自走：ゴールや手段（正解）を考えさせる教育

〇学習者を「能動的に学ぶ存在」として捉えながら、
学習環境を「活動（どんな目標・タスク・ルール・
プログラムを通して学ぶか）」「空間（どんな建築
空間・レイアウトで学ぶか）」「共同体（どんな人
たちとどんな関係性で学ぶか）」「人工物（どんな
道具・教材・素材を活用して学ぶか）」という四つ
の要素に分解し、結びつけながらデザインしていく
考え方。

①Proactive 未知の課題に興味をもつ
②Explore 課題に対して自分に合う方法で

主体的に探究する
③Diversity 相互に肯定し、他者と協働する中

で考えを深める
④Assessment 自己を振り返り、適切なメタ認知

ができる
⑤Learn 学びをつなげ、生かす

●教室のレイアウトなど、学習者のいる空間をどう
設定するかだけでなく、授業の内容・活動、教材、
人といった学習者を取り巻く環境を、探究心と学び
の創出に向けて構築していく。
●学習者（生徒）・授業者（教師）ともに学習環境
デザインの一部であり、協働して授業を作る。９教
科の授業に限定せず、道徳や特別活動、総合的な学
習の時間など教育課程全体でデザインを工夫する。

主題の視点②「学習環境のデザイン」主題の視点①「自走力」

二中の「自走力」のペダル（PEDAL） 二中の「学習環境デザイン」の考え



２ 課題の解決に向けた手だての明確化

二中の「自走力」のペダル（PEDAL）
「自走力」は、決して生徒のみが身に付けていくもので
はなく、授業者である教師も自ら授業改善に向けて自

走する力が必要である。自転車が二つのペダルで進む

ように、生徒と教師が力を合わせ、互いに支え合いなが
ら成長していくことをイメージしている。

生徒の自走

生徒一人一人が、自らの

学びを積極的に推進し、

目標達成に向けて努力

する。

教師の伴走

教師は、授業改善の考え

方や方法を身に付け、生

徒の学びと成長をサポー

トしていく。

共走の力

生徒と教師が共に力を

合わせ、互いに学び合

うことで、より良い学び

の場を創造する。



３ 手だての実践と検証

各教科の手だてと授業の実践例
①【自己肯定感、自己有用感の向上】⇒ 協働して考察する機会の確保

②【学びの目的の明確化】⇒ 課題解決学習と振り返りの活用

③【主体的に取り組む力の育成】⇒ インプットする場面とアウトプットする場面の明確化と循環

①理科【小単元 力のはたらき：力の大きさとばねの伸び】
実験結果から描かれるグラフにより、力とばねの伸びの規則性を考察し、分かりやすく記述することを
重視。タブレットを活用し、実験結果を入力すると自動的にグラフが生成されるシートを提示すること
で、実験結果を協働して考察する、結果を分かりやすく表現する時間(機会)を確保している。

②社会【単元 日本のさまざまな地域「東北地方」】
単元ごとに問いを設定し、仮説立案→考察→結論という順で振り返りシートにまとめている。シートに
は、様々な思考ツールを活用して、考えを表現するとともに、「この単元で学んだこと・次の単元でどう
活かせるか」を記述し、学びのつながりを意識する形式にしている。

③英語【単元 自分の好きな人を紹介しよう（Unit6 Goal）】
今までに習った表現を用いて、自分の好きな人をスライドを活用し、わかりやすい表現でみんなに伝
える内容。インプットに重点的に授業をしながら、基礎的な力が付いたら、話す、やり取りをするなどの
アウトプットにも授業内で行い自分が言いたいことを伝える活動に取り組んでいる。



４ 成果と課題

成果

・協働することによって、生徒の学びが深まった。
・アウトプットする活動や課題解決学習、その振り返りを行うことで、生徒
自身が学びを価値づけ、次につなげようとする姿勢が見られた。

⇒学びの深化・生徒自身で学びの価値づけや学びをつなげる姿勢

課題

• 授業改善に向けた計画的・継続的な検証の場の設置

• 授業改善に向けた二中共通の具体的施策の策定
 ⇒生徒の「自走力」(自ら走る力)の原動力となる学びへのエネルギ
ー・力をどう育んでいくかに焦点化し、明確なビジョンをもって授
業改善を図れるように進める。



２年目（試走期）の取組



P

E

D

A

L

未知の課題に興味をもつ

課題に対して自分に合う方法で主体的に探究する

相互に肯定し、他者と協働する中で考えを深める

自己を振り返り、適切なメタ認知ができる

学びをつなげ、生かす

１ 課題の解決に向けた手立ての焦点化

自走する学習者を目指して
①基本的な知識を身に付ける。
②知識と知識、経験と知識を結び付ける。
③学び方を学ぶ。



①生徒の

実態把握

②授業実践

③実践の

振り返り

１ 課題の解決に向けた手立ての焦点化

◼「学びに向かう力等に
関する意識調査」

◼生徒に対するPEDAL
に関する意識調査

◼教員へのアンケート

◼教科部会による指導案検討
◼研究協議

◼学力調査や「学びに向
かう力等に関する意識
調査」の分析、授業観
察等

↓
◼OODAループの作成

４月、７月、10月に下記①～③を実施
① 生徒アンケート：「学びに向かう力等に関する意識調査」
② 教員アンケート
③ OODAループを活用し、①②を踏まえて授業の見直し



１ 課題の解決に向けた手立ての焦点化

OODAループの活用例



２ 手だての実践と検証 実践例 国語科第１学年「話の構成を工夫しよう～一枚の写真をもとにスピーチをする～」

【本時の目標】教師の発表例や友達の題材選びや構成メモを参考にし、目
的を明確にして自分が伝えたいことが効果的に伝わるようなスピーチの構
成を考える。

P 教師の二つの発表を聞き、
良い発表について考える。

Ｅ スピーチの目的を明確
にし、内容・構成・提示資
料を考える。

Ｅ 目的達成までの手順は
生徒に委ねる。（手書きか
PCか等）

A 見通しをもち、調整しな
がら学習を進めるための振
り返りカード



２ 手だての実践と検証 実践例 美術科第２学年「篆刻」

【本時の目標】
篆刻の用語や彫り方の種類などについて学び、印のデザインを考える。

P 篆刻の用語や彫り方の種類などの説明を聞く

E 自分なりの印面のデザインを考えるた
めに、学習端末等で文字を調べる

D 他者の作品を鑑賞して、工夫して
いる箇所や良いと感じた点を感じ取る



２ 手だての実践と検証 実践例 保健体育科第２学年「体育分野 E球技 ネット型 バレーボール」

【本時の目標】 スパイクを習得しよう

P・D スパイクでの
ボールの打ち方、腕の
動かし方について生徒
同士で考え、教え合う

D「せーのっ！」という声かけで、タイミングを
取りやすく工夫している
L セッターの声かけで跳ぶことでタイミングを
合わせて跳べている

D グループ別学習を行い、トスに
合わせたジャンプのタイミングに
ついて生徒同士で考え、教え合う

A・E 自らの動きに
ついて振り返るととも
に、生徒同士で見つけ
たポイントやアドバイ
スを整理するための振
り返りシート



教育課程全体での取組



１ 学習環境デザイン

教室環境のUD化
教室前面の掲示物の内容や配置を全教室で統一した。

生徒と共に自走する
ガイダンスや「PEDAL」のポスターを通し
て、目指す生徒像を生徒と共有した。

学習に集中しやすい環境整備への意識と習慣化



２ 学校生活改善会議

月に１度、校長、生徒指導主任、生徒会長、各
学年自治委員長で学校生活について話し合う。

生徒の声

◼ 自分たちが直接聞いた生徒の声を伝え、
検討できていい。（生徒会長）

◼ 夏のポロシャツ着用について話し合った。
周りの人の声を届けることができたし、
決定して喜んでいる人もいたので良かっ
た。校則という決まりはあるが、その中
でも過ごしやすいように検討できてよ
かった。（２年自治（学級）委員長）

◼ 他の学年の委員長の話を聞いて参考にな
り、自分も頑張ろうと思える。（１年自
治（学級）委員長）

当事者意識を育む



３ 日常的な手帳の活用

生徒の声

計画を立てることで勉
強しようという意識が高
まり、小学校の時より進
んで勉強するようになり
ました。
先に勉強の計画を立て
ることで、すき間時間に
できることを考えられる
ようになりました。

（１年生徒）

自己調整力、自己指導力を育む



４ 道徳授業地区公開講座

大人も共に考え、学び、成長する

• 事前に収集した保護者の意見や参観した保護者
の意見も含めて多様な考えに触れることで、考
えの深化や変容が見られた。

共通テーマ：「答えのない問い」「答えが一つではない問い」

• 保護者、地域の方、教員とで、育てたい
生徒像を共有した。



２年間の成果と課題



１  成果 自走のための「PEDAL」に関する生徒アンケート【第3学年】

P 自分の知らない課題に対して興味
をもつことができる。

■よく当てはまる ■当てはまる ■あまり当てはまらない ■当てはまらない

E 課題に対して自分に合う方法を
知っており、主体的に探究できている。

D 授業などで他者と意見交換をする
際、互いを肯定しており、自分の考え
を深めることができている。

L Aを基に、学んだことを別の単元や
教科に生かすことができている（生か
そうとしている。）。

A 自分を振り返る機会があり、適切
に学んだことを把握することができて
いる。



１  成果 自走のための「PEDAL」に関する教師アンケート

令和７年12月４日 東京都教育委員会

（１）日頃の授業で、生徒が学習を見

通し、振り返る場面をどのくらい

設定しているか。

■よく当てはまる ■当てはまる ■あまり当てはまらない ■当てはまらない

（２）日頃の授業で、課題解決に向け

て生徒が考え、対話する場面を

どのくらい設定しているか。

（３）研究テーマの取組に対して、授

業改善について自身の変化はあ

るか。

（４）研究テーマの取組を行う中で、

生徒の様子に変化は見られるか。



１ 成果 生徒及び教師へのインタビュー

【数学】 これまで意識できていなかった
方法を選択させること、それぞれの解き方
を価値付け、吟味させていくことで、より学
習への意欲が高まることが分かった。

教師の声生徒の声

数学では、課題に対して自分で取り組む人
も相談しながらやる人もいて、先生に聞い
てもいい。聞きやすい雰囲気があり、苦手
をすぐ解決できるのですごくいい。

【国語】 協働学習は、固定のペアや班だ
けでなく、選んだ学習課題や目的に応じて
生徒が話し相手を決められるようにした。
一人で考えるという選択肢も与えた。

実技教科では、振り返りシートにできな
かったことをメモしておくと次回先生に忘
れずに聞けて良い。社会では、振り返り
シートを見ればテストの対策ができる。

【社会】 振り返りシートで昨年度より、
メタ認知につながる欄を設け、何を学び、
次にどう生かしたいかを記述させている。
生徒の記述内容に良い変化が見られる。

話合いによって自分の考えがはっきりした
り、自信をもてたりする。話合いはグループ
が決まっているよりも自分で選んだ人の方
が話しやすい。

E

D

A



１ 成果 令和７年度全国学力・学習状況調査の結果

国 語 本校 東京都 全国

平均正答率（％） 60 57 54.3

Ａ 話すこと・聞くこと 57.7 55.0 53.2

Ｂ 書くこと 61.6 56.5 52.8

Ｃ 読むこと 66.1 65.0 62.3

数学 本校 東京都 全国

平均正答率（％） 52 53 48.3

知識・技能 55.8 58.3 54.4

思考・判断・表現 46.3 45.4 39.1

■国語は全国・都を上回っている。数学は全国を上回り、

都より１ポイント低い。

■数学は、後半の問題の正答率が都及び全国と比べて特に高い。

■各教科の無解答率が都及び全国と比べて低い。

基礎学力の定着
粘り強さ
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国語 数学 理科

自校 市 都 全国

各教科の無解答率(%)
（全設問の無解答率の平均値）



２ 課題 各教科分科会の振り返りより

◼主体的な課題解決のためには基礎的な知識・技能の定着が不
可欠であるが、基礎基本の定着が不十分な生徒が一定数いる。
→基礎学力の定着

◼自分の課題が分からない、自分に自信がないという生徒がいる。
→メタ認知能力、自己調整力の育成

◼授業内や学習直後の理解度と、時間が経ってからの定着状況
に差がある。
→自走力の育成



３ 今後に向けて 生徒も教師も自走していくために

授業では意見共有も活発で、ワークシートや振り返りカード
もよく書いていて、学習内容を理解できている様子

定期考査で、思ったよりできていない。

生徒が勉強しないから… 問題が難しかったから…

生徒の実態から指導や評価の
方法を見直すきっかけに

勉強時間、学習方法を見直し、
改善を図るきっかけに

教師

例えば…

生徒

自
走

自
走



３ 今後に向けて 生徒も教師も自走していくために

目指す生徒像

求められる教師像



３ 今後に向けて 生徒も教師も自走していくために

P

E

D

A

L

未知の課題に興味をもつ

課題に対して自分に合う方法で主体的に探究する

相互に肯定し、他者と協働する中で考えを深める

自己を振り返り、適切なメタ認知ができる

学びをつなげ、生かす

〇 自走力として定義した五つの力の一体的な向上を目指し、授業改善の「質」を高め

ていくこと。

〇 教師の授業改善の視点を生徒と共有し、生徒を信頼し、生徒に委ねる場面を増やし

ていくこと。

〇 授業で学んだ知識や技能、学び方を、生徒自身が他教科や実生活につなげていく

力（L）につなげていけるようになるための方策を、生徒とともに考えていくこと。

自
走
力



府中市立府中第二中学校の取組事例

「学びに向かう力等に関する意識調査」結果を生かした授業改善について

東京都教育委員会 授業改善推進拠点校事業
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